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◆ 役員会等会議の開催について 

全国消防長会・（財）全国消防協会 

標記について、次のとおり開催を予定しています。 

月 日 会  議  等 開催時間 開催場所 

 

全 国 消 防 長 会 

常 任 理 事 会  

 

13 時 00 分 

～ 

13 時 30 分 

 

財団法人全国消防協会 

理 事 会 ・ 評 議 員 会 

 

13 時 40 分 

～ 

14 時 20 分 

 

 

 

10 

月 

29 

日 

 

（木） 
全国消防長会役員会 

第 32 回全国消防職員意見発表 

14 時 30 分 

～ 

18 時 00 分 

 

 

広島県 

広島市南区松原町１－５ 

 

「ホテル 

グランヴィア広島」

TEL 082(262)1111 

 

◆ 「インドネシア西スマトラ州パダン沖地震災害」に対する国際消防救助隊の帰国について 

全国消防長会 

 標記について、インドネシア共和国西スマトラ州パダン沖地震災害に対して派遣されていた国

際消防救助隊が下記のとおり現地活動を終了し、帰国しましたのでお知らせします。 

 

記 

１ 地震の概要 

 ⑴ 発生日時  

平成２１年９月３０日（水）１９時１６分頃 

（現地時間９月３０日１７時１６分頃 ※時差：当地－２時間） 

⑵ 震央地名  

インドネシア・スマトラ島南部インド洋上（南緯０．９°、東経９９．９°） 

⑶ 震源の深さ  

約８５㎞ 

⑷ 規模 

マグニチュード７．６（推定値） 

２ 解隊式 

 ⑴ 日 時 

 平成２１年１０月８日（木） １２時１０分 

⑵ 場 所 

 総務省 １階 アトリウム 

３ 国際消防救助隊の構成（１７名） 

  総務省消防庁      １名 

東京消防庁       ６名 

札幌市消防局      ３名 

福岡市消防局      ３名 

さいたま市消防局    ２名 

横須賀市消防局     ２名 

４ 現地活動期間 

 平成２１年１０月２日（金）～１０月５日（月） 

 

№２１３８ 
発行日 平成２１年１０月１３日 

発行所 全国消防長会 

 （財）全国消防協会 

担 当 企画課 03(3234)1321 

両会の動き 



５ 現地における主な活動  

被害評価及び捜索活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 平成２１年度「救急広場」を開催 

市川市消防局（千葉） 

 当局では、例年、市民に救急医療及び救急業務に関

する知識の普及、啓蒙を図り救急業務の理解と認識を

高めることを目的に「救急医療週間」の行事の一環と

して、「救急広場」を開催しました。 

 市民の「救急救命」に対する関心は年々高くなって

おり、来場者数は、概ね１，０００名となり、市民の  

救急医療及び救急業務に対する関心が高いことが伺え

ます。また、この機会に併せて、救急車の適正利用及

び住宅用火災警報器の普及啓発についても実施しまし

た。 

 開催概要は次のとおりです。 

１ 実施年月日 

  平成２１年９月１２日（土） １０時３０分～１３時００分 

２ 実施場所 

  市川市鬼高１丁目１－１ ニッケコルトンプラザ内 

                    「コルトン広場」及び「コルトンホール」 

３ 協力機関 

日本毛織株式会社市川コルトンプラザ、富貴島幼稚園 

４ 実施内容 

 ⑴ 救命講習（乳児・学童・成人 AED） 

⑵ 消防音楽隊の演奏     

⑶ 高規格救急車及び救急資器材の展示   

 ⑷ 応急手当啓発ＤＶＤの放映 

⑸ ちびっ子記念撮影 

⑹ 血圧測定体験コーナー 

⑺ 女性消防団員を「1日救急隊長」に任命し、救急広場の PR 及び各種イベントのサポートの

実施 

⑻ 救急車の適切な利用方法の普及啓発 

⑼ 住宅用火災警報器設置の普及啓発 

 

◆ 豪雨災害の問題点を検証 ＝医師会と救急懇談会実施＝ 

佐用町消防本部（兵庫） 

 平成２１年９月２９日に佐用町消防本部と佐用郡医師会は、去る８月９日に発生した兵庫県西、

北部豪雨による、消防と各医療関係機関の被災状況や救急対応状況の確認と合わせ、この災害に

より判明した問題点を検証するための救急懇談会を開催しました。 

 この懇談会には、町内の医療機関から医師と看護師のそれぞれ５名と、消防からは救急救命士

ら６名の計１６名が出席しました。 

消防本部の動き 



 席上医師側からは、他都市の医療チームが早

い段階で応援に来ていたにもかかわらず、当初

消 防 も 医 師 会 も 知 ら な か っ た 事 実 が あ り ま し た 。

災害対策本部が全ての指示を出すのには無理が

あり、権限を分担するのもひとつの手段ではな

いかとの意見や、停電で有線電話が使えず、連

絡手段として携帯電話が有効であったことから、

医療関係者と消防のメーリングリストを作成し

てはどうかなどの提案がありました。 

 被災直後は、水没によりＣＴやＭＲＩなどの

検査機器が全く使用できなくなったり、ライフ

ラインがストップした医療機関がある中で、救

急要請は通常時の約６倍にも達する日があった

ことから、この経験を生かすために今後も懇談会や合同訓練を行い、災害発生時にはお互いが情

報共有し、迅速に対応する体制づくりを更に進めていくことを確認しました。 

 

◆ 新庁舎完成 

佐渡市消防本部（新潟） 

 当消防本部では、建設中だった新庁舎が完成

し平成２１年９月１５日（火）から運用を開始

しました。 

 新庁舎には高機能消防指令センターも導入さ

れ、データ検索などの処理能力を高速・高機能

化し、１１９番通報の受信から出動に至るまで

の時間短縮と支援情報等による迅速かつ的確な

消防活動が可能となりました。新庁舎は消防本

部の機能のほか、防災センターの機能も併せ持

っています。 

 また、防災センターは災害時には一時避難施

設、食糧等の備蓄庫及び災害対策室を設け、災

害活動時の拠点施設となり、平常時は各種講習の開催が可能な研修室、地震体験、ミニシアター、

１１９番通報訓練や消火体験ができる展示ホール、消防職員の災害活動技術の向上を図る訓練施

設などを備えています。 

 今後も、消防体制の強化を図り、安全安心なまちづくりを推進するとともに、市民に開かれた

消防本部を目指します。 

 

◆ 「２００９消防駅伝ｉｎ福岡」の開催について 

福岡市消防局（福岡） 

各消防（局）本部職員間の親睦及び健康増進を目的に，恒例の消防駅伝大会を下記のとおり開

催いたします。全国の消防本部のみなさんの参加をお待ちしております。 

 

記 

１ 日時等 

⑴ 平成２１年１１月２１日（土） 

⑵ 選手受付 ９時３０分（受付テント） 

⑶ 開会式  １１時００分（運営本部テント前） 

⑷ スタート １１時３０分 

２ 場所 

  「国営海の中道海浜公園」サンシャインプール北側の周回コース 

  （福岡市東区大字西戸崎） 

３ 競技実施方法 

 ⑴ 駅伝 

① ５区間１６ｋｍ（コース８周） 

（１区：５ｋｍ、２区：３ｋｍ、３区：５ｋｍ、４区：３ｋｍ、５区：５ｋｍ） 

   （５ｋｍ・・・コース２周 ３ｋｍ・・・コース１周（一部折返し）） 

  ② １チーム８名以内（監督１、選手５、補欠２ ※年齢制限なし） 



 ⑵ 個人 

  ① ４０歳未満・・・５ｋｍ（コース２周） 

  ② ４０歳代・・・・３ｋｍ（コース１周（一部折返し）） 

  ③ ５０歳代・・・・３ｋｍ（     〃      ） 

  ④ 女性・・・・・・３ｋｍ（     〃      ） 

４ 申込締切り日 

  平成２１年１０月２８日（水）期限厳守願います。 

５ その他 

  申込方法、参加費等の詳細は、下記福岡市消防局駅伝部ホームページに掲載しておりますの

で、ご参照ください。 （http://sports.geocities.jp/fukuokacity119/index.html） 

 

 

◆ 消防法施行規則等の一部を改正する省令等の公布について 

消防庁 

「消防法施行規則等の一部を改正する省令等の公布について」（平成２１年９月３０日付け消防

予第４０８号）が予防課長名にて、各都道府県消防防災主管部長及び東京消防庁・各指定都市消

防長あてに次のとおり通知されましたのでお知らせします。 

消防法施行規則等の一部を改正する省令（平成２１年総務省令第９３号。以下「改正省令」と

いう。）、誘導灯及び誘導標識の基準の一部を改正する告示（平成２１年消防庁告示第２１号。以

下「２１号告示」という。）及び非常警報設備の基準の一部を改正する件（平成２１年消防庁告示

第２２号。以下「２２号告示」という。）が、平成２１年９月３０日に公布されました。 

今回の改正は、平成２０年１０月に発生した大阪市浪速区の個室ビデオ店火災を踏まえ、同様

の被害を防止する観点から、自動火災報知設備及び非常警報設備の設置基準を一部強化するとと

もに、避難経路における煙の滞留を想定し誘導灯の設置基準の見直しを行ったほか、大規模地震

に対応した消防用設備等のあり方に関する検討会における検討結果を踏まえ、緊急地震速報や大

規模・高層の防火対象物等における停電時の長時間避難に対応した誘導表示に係る規定等を整備

したものです。 

貴職におかれましては、下記事項（省略）に留意のうえ、その運用に十分配慮されるとともに、

各都道府県消防防災主管部長にあっては、貴都道府県内の市町村（消防の事務を処理する一部事

務組合等を含む。）に対しても、この旨を周知されるようお願いします。 

※ 全文は、消防庁ホームページ(http://www.fdma.go.jp/)に掲載されています。 

 

◆ 「消防法施行規則の一部を改正する省令」（案）等に対する意見募集の結果 

消防庁 

標記について、平成２１年９月３０日に次のとおり報道発表されましたのでお知らせします。 

消防庁では、「消防法施行規則の一部を改正する省令」（案）等について、平成２１年７月２４

日から平成２１年８月２２日までの間、国民の皆様から広く意見を募集したところ、３１件の御

意見をいただきました。いただいた御意見の概要及び御意見に対する考え方を取りまとめました

ので、公表します。 

１ 改正理由 

今回の消防法施行規則等の主な改正理由は以下のとおりです。 

⑴ 平成２０年１０月に発生した大阪市浪速区個室ビデオ店火災を踏まえ、平成２１年６月に

「予防行政のあり方に関する検討会」において、個室ビデオ店等の防火安全対策について報

告書が取りまとめられ、同様の被害を防止する観点から、自動火災報知設備の機能を一部強

化するとともに、避難経路における煙の滞留を想定した対策等を進めることが必要であると

されたこと。 

⑵ 平成２１年２月に「大規模地震に対応した消防用設備等のあり方に関する検討会」におい

て、「大規模地震に対応した消防用設備等のあり方に関する検討会報告書(中間報告)」が取り

まとめられ、当該報告書において大規模・高層の防火対象物等における停電時の長時間避難

に対応した誘導表示に係る規定を整備することが必要であるとされたこと。 

２ 意見募集の結果 

省令案等の概要について、平成２１年７月２４日から平成２１年８月２２日までの間、意見

を募集したところ、３１件の御意見をいただきました。 

いただいた御意見の概要及び御意見に対する考え方については、別紙（省略）のとおりです。 

３ 省令等の公布 

消防庁では、パブリック・コメント手続きの実施結果等も踏まえて検討し、「消防法施行規則

国等の動き 



等の一部を改正する省令」（平成２１年総務省令第９３号）、「誘導灯及び誘導標識の基準の一部

を改正する告示」（平成２１年消防庁告示第２１号）及び「非常警報設備の基準の一部を改正す

る件」（平成２１年消防庁告示第２２号）を平成２１年９月３０日に公布しました。 

※ 全文は、消防庁ホームページ(http://www.fdma.go.jp/)に掲載されています。 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 第９回危険物事故防止対策論文募集 

消防庁・危険物保安技術協会 

消防庁が統計を取っている危険物施設における火災・流出事故件数は、平成２０年が５６０件

（岩手・宮城内陸地震及び岩手県沿岸北部を震源とする地震による３件を除く。）で前年に比べて

４３件の減少となりました。しかしながらその件数は未だ高い水準にあり、今後も事故防止対策

に取り組んでいく必要があります。このような状況をふまえ、安全で快適な社会造りに向けて、

危険物に係る事故の防止に関し、第９回危険物事故防止対策論文を募集いたします。 

「危険物の事故防止に関するものであれば、どなたでも応募できます！」 

１ 論文の内容 

危険物に係る事故防止に関するもので、次のようなもの 

①提言、アイデア、経験等     ②職場等の安全対策 

③事故の拡大防止         ④事故防止に係わる知見の蓄積・教育方法 

⑤事故の分析           ⑥安全対策技術 

⑦危険性評価手法         ⑧危険物、少量危険物及び指定可燃物に係わる安全 

⑨安全の科学技術         ⑩事故防止対策に関するその他のもの 

２ 応募資格 

  特に制限はありません。どなたでも応募できます。 

３ 募集締切日 

平成２２年１月３１日（日）必着 

４ 選考方法 

学識経験者、関係行政機関の職員等による審査委員会において、厳正な審査を行います。 

５  賞 

   消防庁長官賞          賞状及び副賞（２０万円） ＜２編以内＞ 

   危険物保安技術協会理事長賞   賞状及び副賞（１０万円） ＜２編以内＞ 

   奨励賞             賞状及び副賞（記念品）  ＜若 干 名＞ 

※ 副賞は危険物保安技術協会からお渡しいたします。 

受賞された場合はご本人に連絡するとともに、 

総務省消防庁のホームページ（http://www.fdma.go.jp/）並びに 

危険物保安技術協会のホームページ（http://www.khk-syoubou.or.jp/）及び 

機関誌「Safety & Tomorrow」に発表いたします。 

６ 応募方法 

⑴ 論文は、未発表のものに限ります。ただし、限られた団体、組織内等で発表された場合は

応募可能とします。（一部に限り、既発表の部分を使用する場合は、その旨を本文中に明記し

てください。） 

⑵ 受賞論文は危険物保安技術協会の機関誌と危険物等事故関連技術情報に掲載し、応募論文

は返却いたしません。 

⑶ Ａ４(字数換算：1ページあたり40字×40行程度)１枚以上１０枚以内程度としてください。

なお、 図表及び写真は、文中への挿入、本文と別に添付のいずれも可能です。ただし、本 

文と別に添付する場合に、字数換算をＡ４（１ページあたり 1,600 字程度）で行い、全体を 

１０枚相当分以内程度としてください。 

⑷ 論文は、論文タイトル、氏名（ふりがな）、勤務先名称及び所属、勤務先住所、自宅住所、

連絡先（勤務先又は自宅の電話番号、FAX 番号、E-mail ｱﾄﾞﾚｽ）を記載した用紙を添付のうえ

８のあて先（E-mail 可）までお送りください。 

 

 

【連絡先】予防課 

担 当：藤原補佐、荒川事務官 

ＴＥＬ：０３-５２５３－７５２３（直通）

ＦＡＸ：０３-５２５３－７５３３ 



７ 協賛 

  全国消防長会、(社)日本損害保険協会、石油連盟、石油化学工業協会、 

（社）日本化学工業協会、電気事業連合会、(社)日本鉄鋼連盟、(社)日本火災学会（順不同） 

８ あて先及び問い合わせ先 

危険物保安技術協会 危険物等事故防止技術センター 企画調査課 

〒105-0001 東京都港区虎ノ門四丁目３番１３号 神谷町セントラルプレイス 

TEL 03-3436-2356    FAX 03-3436-2251  http://www.khk-syoubou.or.jp/ 

※ 本件については、消防庁のホームページ（http://www.fdma.go.jp/）及び危険物保安技術

協会のホームページ（http://www.khk-syoubou.or.jp/）にも掲載されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

週間情報では、各本部の身近な情報を掲載していますので情報をお寄せ下さい。 

週間情報への投稿は企画課へ！ 

TEL 03-3234-1321 FAX 03-3234-1847  E-mail : weekly@fcaj.gr.jp 


